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１，２号機 建屋内滞留水水位計の
設置について

H25年5月30日

東京電力株式会社
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【現状】

・建屋内に約４００ｔ／日の地下水流入があると想定しているが、どの号機、どの
建屋への流入が支配的であるのかを想定できていない

＜建屋水位計を設置する目的＞

水位計を設置し連続で水位
データを採取することにより

以下の分析・評価に活用できる

・地下水の流入が支配的な号機および建屋の絞り込み

・原子炉建屋の各三角コーナーおよびトーラス室にて、どの箇所からの地下水
流入が支配であるか

・建屋内滞留水の挙動（建屋間の流出箇所）の把握
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＜水位データ評価の例（水位の時間遅れの確認）＞
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１号機T/B
B1抜管エリア水位

１号機
Rw/B B1水位

１号機R/B B1
北西水位-1000mm

２号機
T/B B1水位

２号機
Rw/B B1水位

２号機
R/B B1水位

降水量

○各槽の水位変動（水位のピーク点）の時間遅
れを確認することで，水の流れ方向や貫通部
の有無が推定出来る可能性がある

降水量（右軸）

○降雨により各槽の水位の上昇が確認出来る

○中でも1号機R/B北西コーナーの水位が最も早
く大きく反応している

１号機ＴＢから２号機
Ｔ／Ｂへの移送
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＜水位計設置箇所＞

R/B北東三角コーナーからの滞留水
の流入、T/Bへの流出が考えられる○

R/B北東三角コーナーおよび１号機
Rw/Bからの滞留水の流入、T/Bへの
流出が考えられる

○
２号機Rw/Bとの連絡扉が開いている
ことから、線量の低い２号機Rw/Bの
水位を測定する

×Rw/B

南西三角
コーナー

南東三角
コーナー

北西三角
コーナー

北東三角
コーナー

トーラス室

隣接するHPCI，RCIC室からの流入の
可能性がある○

隣接するHPCI，RCIC室からの流入の
可能性がある○現状アクセス困難なため設置不可×

R/Bトーラス室、北東および南東三角
コーナーからの滞留水の流入が考え
られる

○
R/Bトーラス室、北東および南東三角
コーナーからの滞留水の流入が考え
られる

○
現状水位からは、滞留水は抜管エリア
のみと思われる（T/B側壁面は気中）×T/B

備考備考備考 追設追設追設

壁貫通部からT/Bへ漏水している可
能性がある

隣接するHPCI，RCIC室からの流入の
可能性がある

壁貫通部からT/B、Rw/Bへ漏水して
いる可能性がある

PCVからの漏えいおよびT/Bへの漏
水が予想される

壁貫通部からT/Bへ漏水している可能
性がある

隣接するHPCI，RCIC室からの流入の
可能性がある

壁貫通部からT/B、Rw/Bへ漏水して
いる可能性がある

PCVからの漏えいおよびT/Bへの漏
水が予想される
（R/B１階穴明け箇所より投入）

Rw/Bへの流出があると推定している
が、現状アクセス困難なため設置不可

９月の調査で北東三角コーナーとの水
位差が確認されたため、設置が望まし
い

９月の調査で北西三角コーナーとの水
位差が確認されたため、設置が望まし
い

PCVからの漏えいおよびT/Bへの漏
水が予想される
（R/B１階床穴明け箇所より投入）

計７箇所
（設置時期等は今後検討）

計７箇所計３箇所設置箇所数

○○×

○○○

○○○

○○○

R/B

３号機２号機１号機
場所
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【C/B】

【C/B】

定期的に移送
３号機へ移送

１号T/B抜管エリア
～１号Rw/Bへ

100.8m3/day
（4.2m3/h）

【T/B】
水位OP2771
（抜管エリア）

127.2m3/day
（5.3m3/h）

設置予定箇所（新設）※

設置済み箇所（既設）

滞留水の移動（想定）

＜1，2号機 設置予定箇所＞

炉注入量および各建
屋の滞留水水位は
H25.5.21の値

※ 設置作業における被ばく線量を抑制するため、
設置作業性に優れた投げ込み式の水位計の内、
１，２号機での環境において耐放射線性に問題
のない水位計を選定し設置

１号機 ２号機

現在、１号機Ｒｗ／Ｂの水位は、２号機
Ｒｗ／Ｂの水位より評価している

炉注入量

炉注入量
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【T/B】
水位OP2877

【R/B】
水位OP2860

【T/B】
水位OP2855
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132m3/day
（5.5m3/h）

２号機より２号機より

水処理設備へ

＜3号機 設置予定箇所＞

３号機については高線量であることから、「１，２号機の水位計設置
作業の実績」および「今後の３号機の線量低減対策」を踏まえ、設置
に伴う被ばく線量を評価したうえで、設置について判断する

炉注入量および各建
屋の滞留水水位は
H25.5.21の値

設置予定箇所（新設）

設置済み箇所（既設）

滞留水の移動（想定）

３号機 ４号機

炉注入量
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＜スケジュール（案）＞

水位計設置

ケーブル類布設

デジレコ等設置

水位計設置

ケーブル類設置

デジレコ等設置

水位計準備・搬入

２号機

水位計準備・搬入

１号機

６月５月項目号機

データ採取・分析

データ採取・分析

水位計納入
▼

水位計納入
▼
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＜参考 水位計設置イメージ＞

変換器
デジタル
レコーダー

検出器

検出器を水中に投入

水位データ
取得

水位計投入イメージ
（２号機三角コーナー（例））

ケーブル等布設

＜投げ込み式水位計について＞

検出器部分を水中に投入すること
で設置が可能

水面付近での高線量作業を考慮
すると、投げ込み式であれば設置
が容易であり、被ばく線量を低減で
きる

Ｒ／Ｂ中間地下階

Ｒ／Ｂ地下階

デジタルレコーダー
等設置
（比較的低線量の場
所に設置）




